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事をはわ れて、とられまひとばかりする程に、人をきる事はなるましき也。 れは、きられぬを、勝とする 人の刀を取を、
藝ゲイ
と
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① 　無刀 　　②大機大用 　　③転処実に能く幽なり 　　④是非裏
に薦取せよ 　　⑤法尚応捨、何況非法 　　⑥後文











































 同② 　「機が、いかたまり、擬かたまりて」において「擬」の右側に「ウノメガイ」 、左側に「コリ」とある。
・
 同② 　「枢機とて、戸のくるゝ也」において「枢」の右側に「スウ」 、左側に「クルヽ」とある。
・
 ⑤法尚応捨、何況非法 　「階の、一二段に あるシユキヤウ修行也とぞ。 において、 「階」の右側に「カイ」 左側に ザハシ」とある
　これらの左側ルビは、すべて小城鍋島家本ではみられない
 。つ



















































































































を行ってきた背景にはこのような があることを、再度ここに記し置きたい。先ず 今回の比較研究を一つのステップ て、他 二
殺 人 刀 上 巻
















variantstosee if thetext isbasedonthecommonsource.Reading“Mutonomaki”
from“KatsuninkenGekan”the findsthat（）thetextualstylepeculiarto“Mutono




























































































































































































































































































































































＊１兵法家伝書上巻 　『目白大学人文学研究』第四号 　平成二〇年二月＊２兵法家伝書下巻 　『目白大学人文学研究』第五号 　平成二一年二月
